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史
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（
月
〜
金
）
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〜
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時

（
土
・
日
・
祝
日
と

聖
隷
学
園
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は
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館
）
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史
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ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
五
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館
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Ｔ
Ｅ
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〇
五
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（
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三
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〇
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Ｆ
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〇
五
三
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四
三
六
）
五
三
五
五

　

２
０
１
７
年
度
聖
隷
グ
ル
ー
プ
第
八

回
信
徒
交
流
会
は
、
十
字
の
園
の
当
番

で
準
備
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

主
題
は
「
聖
隷
の
源
流
、
先
達
者
の
思

い
を
知
り
、
伝
え
る
」
で
す
。
昨
年
70

歳
（
古
希
）
の
記
念
に
自
費
出
版
し
た

本
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
『
創
立
の
精
神

の
継
承
』
を
主
題
に
講
演
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
録
で
す
。

　

私
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
一
般
企
業

に
５
年
勤
め
て
か
ら
転
職
し
、
十
字
の

園
に
就
職
し
た
の
が
27
歳
。
理
事
長
の

バ
ト
ン
を
受
け
た
の
が
52
歳
の
時
で
、

十
字
の
園
で
43
年
、
理
事
長
と
し
て
18

年
、
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

十
字
の
園
の
理
念
の
理
解

　

十
字
の
園
の
理
念
は
『
人
格
を
尊
重

し
、
生
き
る
喜
び
、
生
き
る
自
由
、
生

き
る
希
望
を
創
り
ま
す
』
で
あ
り
、
聖

句
は
『
夕
暮
に
な
っ
て
も
、
光
が
あ
る
』

（
ゼ
カ
リ
ヤ
書
）
で
す
。「
喜
び
」
と
は
、

神
の
愛
の
う
ち
に
包
ま
れ
て
こ
の
世
に

生
き
る
喜
び
、「
自
由
」
と
は
、
一
切
の

罪
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
な
者
と
さ
れ
た

感
謝
、「
希
望
」
と
は
、
復
活
の
信
仰
に

よ
る
永
生
の
希
望
で
す
。

互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い

　

十
字
の
園
の
マ
ー
ク
は
「
ぶ
ど
う
」

で
す
。
理
事
会
で
創
立
時
よ
り
朗
読
さ

れ
て
い
る
聖
書
「
わ
た
し
は
ぶ
ど
う
の

木
（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
十
五
章
）」

か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
十
二

節
に
は
「
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
を
愛

し
た
よ
う
に
、
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ

い
。」
と
あ
り
、
ま
た
十
四
節
に
「
あ
な

た
が
た
は
わ
た
し
の
友
で
あ
る
。」
と
あ

り
、
十
六
節
で
は
「
わ
た
し
が
あ
な
た

が
た
を
選
ん
だ
。」
と
あ
り
ま
す
。
聖
隷

グ
ル
ー
プ
で
働
く
人
は
、
だ
れ
で
も
イ

エ
ス
の
「
選
び
」
に
よ
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。

継
承
す
る
の
は
創
立
の
精こ

こ
ろ神

　

十
字
の
園
の
石
碑
に
は
「
夕
暮
れ
に

な
っ
て
も
光
が
あ
る
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
石
碑
の
裏
側
に
は
、「
主
イ
エ
ス・

キ
リ
ス
ト
よ
、
あ
な
た
の
御
命
令
で
こ

の
家
を
建
て
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
が
こ

の
家
の
基
礎
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

ハ
ニ
・
ウ
ォ
ル
フ
姉
妹
の
定
礎
の
祈
り

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
本
節
夫
氏
が

理
事
長
に
就
任
し
た
時
に
、
そ
の
精
神

は
創
立
の
世
代
か
ら
次
世
代
へ
継
承
さ

れ
ま
し
た
。
森
本
理
事
長
は
「
創
立
の

精
神
の
継
承
」
を
目
的
に
、
十
字
の
園

大
会
の
開
催
と
、
法
人
機
関
誌
「
ぶ
ど

う
の
木
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

創
立
50
周
年
記
念
十
字
の
園
大
会
の

標
語
は
「
創
立
の
精
神
か
ら
新
た
な
福

祉
に
挑
戦
〜
既
に
据
え
ら
れ
て
い
る
土

台
の
上
に
〜
」
で
し
た
。
十
字
の
園
に

据
え
ら
れ
て
い
る
土
台
は
、
も
ち
ろ
ん

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
で
す
。

十
字
の
園
の
ゆ
か
り
の
人
と
声

　

ハ
ニ
・
ウ
ォ
ル
フ
姉
妹
の
テ
ー
プ
レ

タ
ー
、
鈴
木
生
二
氏
（
初
代
理
事
長
）

の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
の
講
演
、
綿
鍋

義
典
氏
（
二
代
目
理
事
長
）、
森
本
節
夫

氏（
三
代
目
理
事
長
）、
長
谷
川
力
氏（
前

聖
隷
福
祉
事
業
団
理
事
長
）
は
30
周
年

の
録
音
テ
ー
プ
の
声
で
す
。
残
念
な
が

ら
紙
上
で
は
お
聞
か
せ
で
き
ま
せ
ん
。

（
平
井
が
所
有
し
て
い
ま
す
）

　

日
本
で
最
初
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
開
設
は
、
制
度
も
法
律
も
な
い
時

に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
私
た
ち
へ

の
神
様
の
命
令
で
し
た
。
ハ
ニ
・
ウ
ォ

ル
フ
姉
妹
、
鈴
木
生
二
氏
た
ち
は
「
神

の
命
令
」
を
「
神
の
召
命
」
と
受
け
取

り
ま
し
た
。

聖
隷
の
源
流
は
キ
リ
ス
ト

　

聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
は
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
会
濱
松
伝
道
所
で
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
と
な
っ
た
若
者
た
ち
が
、
ヨ
ハ

ネ
の
手
紙
（
一
）
三
章
十
六
節
の
、『
イ

エ
ス
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、
命

を
捨
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
を
知

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
も

兄
弟
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
べ
き
で

す
。』
の
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、「
私
た

ち
も
友
の
た
め
に
命
を
捧
げ
よ
う
」
と

誓
い
あ
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の
た

十
字
の
園 
創
立
の
精こ
こ
ろ神
の
継バ
ト
ン
タ
ッ
チ
承

　
　
　
　

〜
創
立
の
精こ
こ
ろ神
か
ら
新
た
な
福
祉
に
挑チ
ャ
レ
ン
ジ戦〜

社
会
福
祉
法
人
十
字
の
園　

理
事
長 

平
井　

章
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め
の
行
動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
聖
隷
福
祉
事
業
団
か
ら
始

ま
り
、
聖
隷
学
園
、
十
字
の
園
、
小
羊

学
園
、
牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園
、
神
戸

聖
隷
福
祉
事
業
団
、
イ
ン
ド
聖
隷
希
望

の
家
、
ブ
ラ
ジ
ル
希
望
の
家
の
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
が
聖
隷
グ
ル
ー
プ
と
し
て
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
幹
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
理
念
と
歴
史

　

聖
隷
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
グ
ル
ー
プ

の
各
法
人
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
の
映
像
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
歴
史

資
料
館
展
示
室
で
常
時
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

〈
聖
隷
福
祉
事
業
団
〉

　

理
念
は
「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

く
『
隣
人
愛
』」。
結
核
は
医
療
と
生
活

水
準
の
進
歩
に
よ
り
「
治
る
病
気
」
と

な
り
、
聖
隷
浜
松
病
院
開
設
、
先
進
医

療
へ
の
挑
戦
を
機
に
時
代
と
地
域
が
必

要
と
す
る
医
療
・
福
祉
事
業
に
取
組
み

ま
し
た
。

〈
聖
隷
学
園
〉

　

理
念
は
「
生
命
の
尊
厳
を
守
り
、
自

分
の
よ
う
に
隣
人
を
愛
す
る
」。
農
村
工

業
の
興
隆
を
目
指
し
て
設
立
し
て
い
た

遠
州
基
督
学
園
を
看
護
者
育
成
の
場
へ

と
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
舵
取
り
が
聖

隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学
の
開
設

へ
連
な
り
、
後
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
総
合
大
学
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大

学
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
十
字
の
園
〉

　

理
念
は
「
夕
暮
に
な
っ
て
も
光
が
あ

る
」。
戦
後
復
興
の
た
め
に
来
日
し
た

デ
ィ
ア
コ
ニ
ッ
セ
の
一
人
の
ハ
ニ
・
ウ
ォ

ル
フ
姉
妹
は
、
日
本
の
老
人
福
祉
の
在

り
様
に
疑
問
を
抱
き
、
制
度
も
法
律
も

な
い
中
、
祖
国
ド
イ
ツ
で
自
ら
寄
付
を

募
り
、
日
本
で
最
初
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。

〈
小
羊
学
園
〉

　

理
念
は
「
こ
れ
ら
の
小
さ
な
者
が
一

人
で
も
滅
び
る
こ
と
は
、
あ
な
た
が
た

の
天
の
父
の
御
心
で
は
な
い
」。
山
浦
俊

治
氏
は
、
当
時
社
会
的
ニ
ー
ド
が
叫
ば

れ
た
重
度
重
複
の
知
的
障
が
い
児
の
施

設
を
十
字
の
園
を
母
体
と
し
て
開
設
し
、

後
に
小
羊
学
園
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

〈
牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園
〉

　

理
念
は
「
と
も
に
生
き
る
」。
マ
ク
ラ

ク
ラ
ン
宣
教
師
の
要
請
に
よ
り
榛
原
教

会
に
着
任
し
た
長
沢
巌
牧
師
は
、
教
会

を
再
建
後
、
今
後
の
使
命
は
、「
地
域
に

仕
え
る
」
歩
み
を
す
る
こ
と
だ
と
考
え
、

障
が
い
児
を
抱
え
る
家
族
の
た
め
に
「
榛

原
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
を
設
立
。

教
会
員
の
賛
同
を
得
て
、
知
的
障
が
い

児
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

〈
神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
〉

　
「
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

き
聖
書
に
示
さ
れ
た
愛
と
奉
仕
の
実
践

を
通
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し

ま
す
」。
昭
和
46
年
頃
、
西
神
戸
教
会
の

中
で
福
祉
団
体
設
立
準
備
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、
聖
隷
の
も
と
昭
和
51
年
兵

庫
県
和
田
山
に
17
名
の
教
会
員
が
移
住

し
、
第
一
号
施
設
恵
生
園
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
は
神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団

と
し
て
独
立
し
て
い
ま
す
。

第
八
回
聖
隷
グ
ル
ー
プ

キ
リ
ス
ト
教
信
徒
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
8
回
聖
隷
グ
ル
ー
プ
キ
リ
ス
ト
教

信
徒
交
流
会
は
2
0
1
7
年
9
月
23
日

秋
分
の
日
に
、
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

大
学
学
生
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
十
字
の
園
が

幹
事
法
人
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
今
回

は
、
聖
隷
グ
ル
ー
プ
各
法
人
か
ら
１
１

７
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
イ
ン
ド
聖
隷

希
望
の
家
か
ら
は
代
表
者
ア
ブ
ラ
ハ
ム

氏
次
男
の
デ
ィ
ル
・
Ｇ
・
ヴ
ァ
ル
ゲ
ー

ゼ
氏
が
、
ま
た
「
浜
松
ゆ
う
ゆ
う
の
里
」

か
ら
も
初
め
て
参
加
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

浜
北
教
会
大
橋
牧
師
に
よ
る
開
会
礼

拝
に
続
い
て
十
字
の
園
ア
ド
ナ
イ
館
の

上
野
施
設
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
聖
隷
学

園
長
谷
川
理
事
長
か
ら
は
「
聖
隷
の
創

立
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
一
人
一
人
が
仕

事
に
取
り
組
む
た
め
に
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
会
で
す
」
と
交
流
会
の
趣

旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
軽

食
を
と
り
な
が
ら
、
十
字
の
園
平
井
理

事
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
創
立
の
精
神

の
継
承
」
と
デ
ィ
ル
さ
ん
に
よ
る
「
イ

ン
ド
聖
隷
希
望
の
家
特
別
報
告
」
を
聞

き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
十
字
の
園
の
創
立
の

精
神
と
歴
史
に
加
え
グ
ル
ー
プ
各
法
人

の
創
立
者
の
言
葉
な
ど
が
映
像
と
と
も

に
紹
介
さ
れ
、
聖
隷
創
立
の
精
神
を
い

か
に
継
承
し
て
い
く
か
が
参
加
者
に
問

わ
れ
る
内
容
で
し
た
。
イ
ン
ド
聖
隷
希

望
の
家
特
別
報
告
で
は
、
国
内
の
聖
隷

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
の
歴
史
や
希
望
の

家
の
建
物
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
、
終
了
後
は
「
今
必
要
と
し

て
い
る
も
の
は
？
」「
毎
年
送
っ
て
い
る

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
？
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
法
人
か
ら
創
立
の
精
神
が

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
最
近
の
事
業

が
運
営
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
報

告
と
出
席
者
紹
介
が
行
わ
れ
、
法
人
混

合
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
和
や
か
に
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
最
後
に
ア
ド

ナ
イ
館
の
入
居

者
の
方
々
と
職

員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
ブ
ン
ネ

演
奏
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
考
案
さ
れ
、

高
齢
者
や
障
が

い
者
と
ケ
ア
従

事
者
が
共
同
で

ブ
ン
ネ
と
い
う
楽
器
等
を
演
奏
す
る
も

の
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
演
奏
に

合
わ
せ
て
讃
美
歌
を
歌
っ
た
り
参
考
の

た
め
に
写
真
を
撮
る
な
ど
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
聖
隷
の
源

流
、
先
達
者
の
思
い
を
知
り
、
伝
え
る
」

を
参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
、

松
崎
教
会
の
江
口
牧
師
に
よ
る
礼
拝
を

も
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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は
識
字
率
が
最
も
高
い
こ
と
や
平
均
寿
命

が
長
い
こ
と
、
移
民
が
と
て
も
多
く
、
経

済
的
に
は
国
の
総
収
入
に
対
し
て
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
る
州
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ケ
ラ
ラ
州
は
大
き
な

進
展
を
見
せ
る
モ
デ
ル
で
あ
る
一
方
、
人

口
の
3
％
を
占
め
る
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
は
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｂ
は
１
９
８
９
年
に
誕
生
し
、
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
地
域
の
中
で
の
あ

た
り
前
の
生
活
作
り
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
は
私
の
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
故
長
谷
川

保
先
生
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
先
生
の
お
か
げ
で
私
の
父

は
社
会
福
祉
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
父
か
ら
私
自

身
が
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち

に
ど
う
し
た
ら
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｂ
は
、
自
ら
を
捧
げ
る
と
い
う

基
本
精
神
を
大
切
に
し
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
社
会
資
源
に
乏
し
い
ケ
ラ
ラ

州
に
お
い
て
28
年
も
の
間
、
社
会
福
祉

を
実
践
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
道

　

こ
の
た
び
社
会
福

祉
研
修
の
た
め
に
、

聖
隷
に
来
る
機
会
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
を

と
て
も
う
れ
し
く
、

ま
た
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し

て
皆
さ
ま
にSeirei 

A
sha Bhavan

︵
以
下
Ｓ
Ａ
Ｂ
︶
に
つ

い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
、
イ
ン
ド

の
人
口
は
13
億
2
千
万
人
、
世
界
で
2

番
目
に
人
口
の
多
い
国
で
す
。
広
さ
は

世
界
第
7
位
、
南
ア
ジ
ア
で
は
最
も
大

き
な
国
で
す
。
世
界
第
3
位
の
軍
事
力

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
貧
困
や
宗
教
紛

争
、
汚
職
な
ど
多
く
の
社
会
的
、
宗
教

的
及
び
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
国
内
で
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
が
一

番
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン

ド
に
は
十
を
超
す
宗
教
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
は
多
様
な
文
化
、
カ
ー
ス
ト
、

宗
教
、
言
語
、
食
習
慣
、
服
装
の
き
ま

り
の
あ
る
国
で
、「
多
様
性
の
中
で
の
ま

と
ま
り
」
を
持
つ
最
高
の
見
本
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｂ
は
イ
ン
ド
最
南
部
、
人
口
３
４

８
０
万
人
の
ケ
ラ
ラ
州
に
あ
り
、
国
内
で

イ
ン
ド
聖
隷
希
望
の
家

　
　

SEIR
EI A

SH
A

 BH
A

V
A

N

か
ら
の
報
告

　

〜
信
徒
交
流
会 

特
別
報
告
よ
り
〜

 

デ
ィ
ル
・
Ｇ
・
ヴ
ァ
ル
ゲ
ー
ゼ

は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
時
々
に
、
大
き
な
壁

を
乗
り
越
え
、
前
に
進
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
苦
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
多
く
の
困
難
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
苦
し
い
状
況
の

中
に
あ
る
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
と
い

う
役
割
を
与
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
聖

隷
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
ご
支

援
に
対
し
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
や
高

齢
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
希
望
の
家
の
現
在
の
活
動
内
容
〉

 ・
地
域
に
暮
ら
す
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
々
84
名
へ
の
就
労
の
場
の
提
供
、

縫
製
作
業
、
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り
、
ろ

う
そ
く
・
ブ
ロ
ッ
ク
作
り
、
ノ
ー
ト

の
製
本
、
ポ
ス
タ
ー
印
刷
な
ど
に
よ

る
収
入
を
得
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
取

り
組
み
。

 ・
支
援
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず
住
居
を

持
た
な
い
高
齢
者
に
対
す
る
居
住
の

場
の
提
供
。

 ・
路
上
生
活
者
へ
の
支
援
。

 ・
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
１
２
０
名

へ
の
教
育
的
支
援
。

 ・
た
ば
こ
と
飲
酒
の
害
に
関
す
る
啓
発

活
動
。

 ・
医
療
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
地
域
に
対

す
る
派
遣
医
療
の
提
供
。

 ・
口
腔
ケ
ア
の
普
及
と
派
遣
歯
科
診
療

の
提
供
。

〈
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

 ・
支
援
が
届
い
て
い
な
い
人
、
高
齢
や

障
が
い
が
理
由
で
働
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
に
対
す
る
情
報
提
供
と
具
体

的
な
支
援
。

 ・
学
べ
る
場
、
安
心
で
き
る
場
、
自
立

へ
の
意
識
を
持
て
る
環
境
、
保
健
機

関
の
設
置
を
通
し
女
性
の
社
会
で
の

活
躍
を
実
現
。

 ・
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
に
、
読
み

書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
機
会
の

提
供
。

 ・
医
療
を
必
要
と
す
る
人
が
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
癌
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
結
核
、
ハ
ン
セ
ン
病

な
ど
の
疾
病
に
対
す
る
誤
っ
た
社
会

通
念
や
偏
見
を
取
り
除
き
広
く
健
康

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
。

　

有
意
義
な
人
生
と
は
、
裕
福
で
あ
る

こ
と
や
有
名
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
高
い

学
歴
や
人
と
し
て
完
璧
で
あ
る
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
実
を
見
つ
め
、

あ
る
時
は
謙
虚
に
、
そ
し
て
あ
る
時
は

力
強
く
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
い
る
支

援
を
必
要
と
す
る
そ
の
人
に
向
き
合
い
、

分
か
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
の

で
す
。
そ
こ
に
こ
そ
、
私
た
ち
は
幸
せ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の

聖
隷
で
の
研
修
は
社
会
福
祉
に
対
す
る

私
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
き
っ
と
豊
か
に
す
る

も
の
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
通
訳
・
和
訳
は
聖
隷
福
祉
事
業
団 

山
本
誠 

次
長
）



4

聖隷歴史資料館だより　第 16 号

✿
遠
州
栄
光
教
会

✿
十
字
の
園
（
9
／
19
〜
10
／
6
）

　

十
字
の
園
は
静
岡
県
内
の
東
部
と
西

部
地
区
に
施
設
が
あ
り
ま
す
。
御
殿
場

十
字
の
園
に
は
日
帰
り
で
行
き
、
主
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

の
交
流
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。
壮
大
な

富
士
山
は
チ
ラ
ッ
と
だ
け
見
え
ま
し
た
。

伊
豆
地
区
で
は
松
崎
温
泉
に
一
泊
し
温

泉
も
初
体
験
。
伊
豆
高
原
十
字
の
園
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
流
、
伊
東
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
は
入
居
者
と
同
じ
給
食

を
食
べ
、
交
流
し
ま
し
た
。
浜
松
地
区

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
・
事
業
所
で
利

用
者
の
日
課
に
参
加
し
、
浜
松
城
、
浜

名
湖
遊
覧
船
、
直
虎
ド
ラ
マ
館
、
龍
潭

寺
を
見
学
、
そ
の
日
の
昼
食
は
さ
わ
や

か
レ
ス
ト
ラ
ン
で
げ
ん
こ
つ
ハ
ン
バ
ー

グ
で
し
た
。

✿
神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団

（
10
／
9
～
10
／
21
）

　

神
戸
・
但
馬
地
区
の
各
施
設
・
事
業
所

を
全
て
訪
問
す
る
中
で
、
就
労
系
の
事

業
所
で
は
作
業
を
体
験
、
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
で
は
就
労
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
学
び

ま
し
た
。
日
中
活
動
系
の
事
業
所
や
施

設
で
は
、
踊
り
や
ゲ
ー
ム
に
参
加
。
ま

た
、
毛
筆
習
字
を
体
験
し
ま
し
た
。
各

地
区
の
自
然
や
街
並
み
に
触
れ
、
そ
の

文
化
に
触
れ
る
時
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
父
上
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム

さ
ん
が
実
習
に
来
ら
れ
た
時
の
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
職
員
と
の
懇
親
の
時
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

✿
聖
隷
学
園

（
9
／
13
～
9
／
15
・
10
／
23
～
10
／
27
）

　

こ
ど
も
園
で
は
園
児
が
「
よ
さ
こ
い

踊
り
」
を
披
露
、
中
・
高
・
大
学
で
は

英
語
の
授
業
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
学
生
・

生
徒
と
交
流
、
大
学
で
は
デ
ィ
ル
さ
ん

作
成
の
Ｐ
Ｐ
Ｔ
の
映
像
と
話
で
希
望
の

家
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
大
学

院
で
は
社
会
福
祉
学
研
究
科
の
科
目
履

修
生
と
し
て
染
谷
教
授
か
ら
日
本
の
社

会
福
祉
概
論
を
、
ま
た
武
居
講
師
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
論
を
受
講
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ル
さ
ん
の

聖
隷
福
祉
研
修
２
０
１
７

✿
小
羊
学
園
（
10
／
30
～
11
／
10
）

　

法
人
内
の
児
童
と
成
人
の
入
所
施
設
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
通
所
施
設
、
重
症

心
身
障
が
い
児
者
施
設
を
見
学
し
、
現

場
体
験
は
三
方
原
ス
ク
エ
ア
と
小
羊
デ

イ
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。
三
方

原
ス
ク
エ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
県

立
の
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
て
見
学

実
習
を
行
っ
た
ほ
か
、
施
設
で
は
障
が

い
者
の
た
め
の
訪
問
歯
科
診
療
、
歯
科

検
診
を
見
学
し
ま
し
た
。

✿
牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園

（
11
／
11
～
11
／
25
）

　

当
法
人
の
施
設
は
、
二
市
一
町
に
散
在

し
、
種
別
も
様
々
。
デ
ィ
ル
さ
ん
は
、
障

が
い
者
支
援
施
設
、
就
労
継
続
支
援
事
業

所
（
Ａ
型
と
Ｂ
型
）、
生
活
介
護
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
実
習
し
ま
し
た
。
散

歩
に
同
伴
し
た
り
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

用
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
励
ん
だ
り
、

高
齢
者
の
音
楽
療
法
に
参
加
し
た
り
、
多

忙
な
日
々
で
し
た
が
、
常
に
温
厚
で
意
欲

的
な
デ
ィ
ル
さ
ん
に
、
誰
も
が
親
し
み
を

抱
か
さ
れ
ま
し
た
。　

「
施
設
訪
問
歯

科
治
療
」
の
場
で

は
、
歯
科
医
た
ち

か
ら
治
療
器
具
携

帯
ケ
ー
ス
の
価
格

を
聞
き
出
し
、
心

は
早
く
も
、
母
国

で
の「
貧
し
い
人
々

へ
の
診
療
所
」
開

設
に
燃
え
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

✿
聖
隷
福
祉
事
業
団
（
11
／
27
～
12
／
7
）

　

最
後
の
研
修
先
の
聖
隷
福
祉
事
業
団

で
は
、
保
健
と
医
療
事
業
を
中
心
に
、

浜
松
市
内
の
3
病
院
、
5
施
設
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
医
療
施
設
で
は
デ
ィ

ル
さ
ん
が
歯
科
医
師
で
あ
る
こ
と
も
ふ

ま
え
、
口
腔
外
科
や
摂
食
嚥
下
の
医
師

と
の
意
見
交
換
の
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

福
祉
施
設
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
職
員
に
よ
る
介
護
実
務
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
中
心
に
、
食
事
介
助
や
ベ
ッ

ド
メ
ー
キ
ン
グ
そ
し
て
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
体
験
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ル
さ

ん
が
、
イ
ン
ド
聖
隷
希
望
の
家
で
も
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
取
り
組
み
も
多
数

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

10/18（水）インド訪問から
約 25 年ぶりに当時 2 歳だっ
たディルさんに再会した神戸
聖隷福祉事業団金附顧問と夫
人、顧問は当時施設長。

10/5（木）小規模多機能ホー
ム「あんき」にて。施設・事
業所で利用者の日課に参加、
みそ汁作りや書道、生け花な
ど日本の雰囲気を味わうこと
も体験しました。

11/10（金）三方原スクエアで
実施されている訪問歯科診療
で歯科衛生士さんが歯のクリー
ニングをしている様子を見学。
ディルさんは歯科医師です。

12/1（金）特別養護老人ホーム 
浜北愛光園で EPA介護福祉士
のシェインさん（左）と入居者
の方に昼食を運ぶディルさん。

10/27（金）聖隷クリスト
ファー中学 1 年生の英語
の授業でインドの地図と
自分の氏名を板書して自
己紹介。

9/24（日）日本滞在中も日
曜日は必ず教会へ。遠州
栄光教会三方原礼拝堂で
教会員の皆さんにご挨拶。
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ブ
ラ
ジ
ル
希
望
の
家
新
理
事
長
就
任

　

ブ
ラ
ジ
ル
希
望
の
家
を
運
営
す
る
希

望
の
家
福
祉
協
会
に
新
し
い
理
事
長
が

就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0
1
7
年

3
月
27
日
か
ら
2
0
1
9
年
3
月
26
日

ま
で
で
す
。「
長
年
に
わ
た
り
献
金
及
び

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
写
真
が
届
き
ま
し

た
。
上
は
中
村
正
義
・
マ
リ
オ
新
理
事

長
、
下
は
希
望
の
家
の
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
で
す
。

イ
ン
ド
聖
隷
希
望
の
家
へ
の
特
別
な
支
援

　

希
望
の
家
で
は
知
的
障
が
い
者
の
た

め
の
新
し
い
建
物
を
建
築
す
る
な
ど
イ

ン
ド
ケ
ラ
ラ
州
に
お
い
て
社
会
福
祉
の

充
実
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
昨
年
9
月

中
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
代
表
者
ア
ブ

ラ
ハ
ム
さ
ん
の
次
男
の
デ
ィ
ル
さ
ん
が

聖
隷
で
の
研
修
に
来
日
し
た
の
を
機
会

に
、
新
し
い
建
物
に
設
備
・
備
品
を
整
え

る
た
め
の
特
別
の
支
援
を
聖
隷
グ
ル
ー

プ
全
体
で
計
画
し
支
援
金
を
募
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
教
会
、
グ
ル
ー
プ
各

法
人
と
そ
の
職
員
、
施
設
に
居
住
す
る

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

聖
隷
グ
ル
ー
プ 

情
報
コ
ー
ナ
ー

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

聖
書
の
こ
と
ば

﹁
聖
書
に
錨
を
下
す
﹂

テ
モ
テ
へ
の
手
紙
二 

第
三
章
十
節
〜
十
七
節

学
校
法
人
聖
隷
学
園　

宗
教
主
任  

永
井 

英
司

　

宣
教
者
と
し
て
の
歩
み
が
終
焉
に
近
づ

い
た
時
、
パ
ウ
ロ
は
同
労
者
で
あ
る
若
き

テ
モ
テ
に
向
け
て
筆
を
執
る
の
で
し
た
。

　

手
紙
に
は
「
律
法
か
ら
生
じ
る
自
分
の

義
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
に
よ

る
義
、
信
仰
に
基
づ
い
て
神
か
ら
与
え

ら
れ
る
義 

フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙 

三
：
九
」
と
い
う
福
音
が
余
す
と
こ
ろ
な

く
宣
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
結
び
に
近
づ
い
た
時
、
パ
ウ
ロ

は
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
結
ば
れ
て
信

心
深
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
は
皆
、
迫

害
を
受
け
る
」
け
れ
ど
も
、「
あ
な
た
は
、

自
分
が
学
ん
で
確
信
し
た
こ
と
か
ら
離
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
」「
神
に
仕
え
る
人
は
、

ど
の
よ
う
な
善
い
業
を
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
十
分
に
整
え
ら
れ
る
」
か

ら
で
す
、
と
語
る
の
で
し
た
。
世
界
宣
教

に
生
涯
を
捧
げ
た
パ
ウ
ロ
の
深
い
信
仰
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

信
仰
に
つ
い
て
「
あ
な
た
が
た
が
召

さ
れ
た
時
の
こ
と
を
、
思
い
起
こ
し
て

み
な
さ
い 

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙

（
一
）
一
：
二
六
」
と
促
し
て
い
る
場
面

が
あ
り
ま
す
。
嘗
て
、
イ
エ
ス
に
従
う

人
々
を
迫
害
し
て
い
た
パ
ウ
ロ
自
身
が
復

活
の
主
の
召
し
を
受
け
て
回
心
し
、
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
あ
の
救

い
の
喜
び
の
時
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に

よ
っ
て
命
を
も
た
ら
す
霊
の
法
則
が
、
罪

と
死
と
の
法
則
か
ら
あ
な
た
を
解
放
し
た 

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
八
：
二
」
を
指

し
示
し
て
い
ま
す
。

　

信
仰
を
与
え
ら
れ
た
人
に
は
、
こ
の
救

い
の
喜
び
が
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
私
た
ち
が
忘
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
の
若
い

時
の
真
心
、
花
嫁
の
時
の
愛
を
思
い
起
こ

す 

エ
レ
ミ
ヤ
書
二
：
二
」
と
神
は
聖
書

の
中
で
語
り
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
、「
聖
書
は
す
べ
て
神
の
霊

の
導
き
の
も
と
に
書
か
れ
、
人
を
教
え
、

戒
め
、
誤
り
を
正
し
、
義
に
導
く
訓
練
を

す
る
上
で
有
益
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
信
仰
の
規
範
、
道
の
灯
り
で
あ
る
聖

書
に
錨
を
下
す
こ
と
が
、
今
、
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

去
る
12
月
13
日
（
水
）
16
時
30
分
聖

隷
学
園
正
面
玄
関
前
の
広
場
で
第
一
回

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
火
祭
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
、
中
高
、
専

門
学
校
、
大
学
が
一
つ
と
な
っ
て
讚
美

を
捧
げ
ま
し
た
。
聖
隷
学
園
、
教
会
そ

し
て
地
域
の
方
々
が
集
う
中
ツ
リ
ー
に

光
が
灯
さ
れ
、
大
勢
の
方
々
と
共
に
ア

ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
夕
べ
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
聖
書
と
祈
り
、
中
・

高
・
大
学
合
同
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
よ
る

讃
美
、
同
聖
歌
隊
に
よ
る
讃
美
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
こ
ど
も
園
園
児
に
よ
る
讃
美
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
へ
の
点
火
、
参
加

者
の
ケ
ミ
カ
ル
ラ
イ
ト
点
灯
、
中
・
高
・

大
学
合
同
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
の

順
序
で
行
わ
れ
、
最
後
は
参
加
者
全
員

の
讃
美
で
終
了
し
ま
し
た
。

方
々
な
ど
か
ら
総
額
1
4
5
万
5
千
円

の
献
金
が
寄
せ
ら
れ
、
12
月
6
日
に
行

わ
れ
た
送
別
会
で
デ
ィ
ル
さ
ん
に
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
献
金
は
、
新
施

設
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
礼
拝
室
の
家

具
等
の
設
備
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
気
、
ト

イ
レ
・
浴
室
の
設
備
、
家
具
・
寝
具
類

等
の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団

　
　
　
　
浜
松
で
課
長
職
員
研
修
を
実
施

　

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
の
階
層
別
研

修
の
一
環
と
し
て
、
課
長
職
員
研
修
が

昨
年
12
月
5
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程

で
浜
松
の
聖
隷
福
祉
事
業
団
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
水
野
理
事
長
、
加
藤

理
事
と
22
名
の
課
長
職
員
が
参
加
、
2

日
目
に
は
聖
隷
歴
史
資
料
館
を
訪
れ
、

聖
隷
の
歴
史
映
像
を
視
聴
し
た
後
、
聖

隷
福
祉
事
業
団
津
幡
常
務
の
説
明
に
よ

り
聖
隷
の
歴
史
と
理
念
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。
同
事
業
団
の
施
設
と
歴

史
に
触
れ
、
ま
た
聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
広

が
り
を
感
じ
と
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
月
29
日
、
30
日
に
は
「
他
法
人
理

念
研
修
」
と
し
て
一
般
職
員
を
含
む
11

名
の
職
員
が
三
方
原
エ
リ
ア
を
訪
問
予

定
で
す
。
水
野
理
事
長
と
山
本
施
設
長

（
神
戸
明
生
園
）
が
引
率
し
ま
す
。

聖
隷
学
園
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
火
祭

（「
聖
書
の
こ
と
ば
」
に
記
事
）
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だ
か
ら
左
の
手
で
打
つ
と
い
う
こ
と
は
、

最
大
の
侮
辱
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
見
て
き
ま
す
と
、
こ

の
意
味
が
普
通
に
捉
え
て
い
る
意
味
と

全
く
違
っ
た
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
は
、
い
わ
れ
な
き
侮
辱
に

対
し
て
単
に
屈
服
し
て
は
な
ら
な
い
、

し
か
し
暴
力
を
も
っ
て
抵
抗
す
る
な
と

教
え
た
の
で
す
。
も
し
誰
か
が
右
の
頬

を
打
つ
な
ら
、
ほ
か
を
も
向
け
て
や
り

な
さ
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
言
え
ば
左

で
す
ね
。
左
の
頬
を
向
け
て
、
あ
な
た

に
打
つ
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
な
ら
、

正
当
な
態
度
で
打
ち
な
さ
い
。
そ
う
で

な
か
っ
た
ら
、
わ
た
し
に
い
わ
れ
な
き

侮
辱
を
与
え
る
な
。
そ
の
強
い
態
度
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
侮
辱
さ
れ
た
ま

ま
で
屈
服
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
人
格
の
尊
厳
が
失
わ
れ
る
わ
け

で
す
。
い
わ
れ
な
き
侮
辱
を
さ
れ
た
と

き
に
は
人
格
の
尊
厳
と
い
う
も
の
を
主

張
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
解
釈

は
長
く
イ
ン
ド
で
伝
道
し
イ
ン
ド
の
習

慣
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
来
日
経
験
も

あ
る
ス
タ
ン
レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
い

う
人
の
も
の
で
、
こ
れ
が
正
し
い
解
釈

だ
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
機
関
銃
を
前
に
、
命
を
か
け
て
非
暴

力
の
抵
抗
を
し
て
イ
ン
ド
の
独
立
を
勝

ち
取
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
非
常
に
勇
気

の
い
る
こ
と
で
す
。
本
当
の
勇
気
の
な

い
者
は
暴
力
を
も
っ
て
抵
抗
す
る
。
本

当
の
人
格
に
生
き
る
者
、
人
格
の
尊
厳
、

神
の
子
の
尊
厳
を
生
き
る
者
は
、「
肉

体
を
殺
す
も
の
を
恐
れ
る
な
、
恐
れ
て

長
谷
川
保
聖
書
研
究

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
五
章
三
八
〜
四
二
節

〈
復
讐
し
て
は
な
ら
な
い
〉

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

わ
れ
な
き
侮
辱
を
さ
れ
た
と
き
に
は
、

堂
々
と
人
格
の
尊
厳
を
主
張
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
こ
れ
が
「
右
の
頬
を
打

つ
な
ら
、
ほ
か
を
向
け
よ
」
と
い
う
言

葉
の
意
味
で
す
。
キ
リ
ス
ト
が
こ
こ
で

教
え
て
い
る
こ
と
は
、
私
ど
も
の
人
格
、

神
の
子
と
し
て
の
人
格
を
し
っ
か
り
と

生
き
る
こ
と
で
す
。

　
「
そ
れ
か
ら
、
あ
な
た
を
訴
え
て
、
下
着

を
取
ろ
う
と
す
る
者
に
は
、
上
着
を
も
与

え
な
さ
い
。」

　

上
着
と
訳
し
て
お
り
ま
す
も
の
は
外

套
で
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
枚
だ
け
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
夜
寝
る
と
き

に
布
団
に
し
た
わ
け
で
す
、
毛
布
に
し

た
の
で
す
。
下
着
と
書
い
て
あ
り
ま
す

も
の
は
、
我
々
で
言
う
上
着
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
替
わ
り
を
も
つ
こ
と
を

ユ
ダ
ヤ
人
は
皆
、
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

私
ど
も
聖
隷
が
立
っ
て
お
り
ま
す
御
言

葉
の
中
に
、「
二
枚
の
下
着
を
持
っ
て

行
く
な
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
十
章
。
そ
れ
で

わ
か
り
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
下
着
は

二
枚
持
っ
て
い
た
。
上
着
と
書
い
て
あ

り
ま
す
外
套
は
一
枚
し
か
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
上
着
を
質
に
入
れ
る
。
質
に

と
っ
た
場
合
は
、
夕
方
ま
で
に
返
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う

し
な
い
と
そ
の
人
は
眠
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
律
法

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

下
着
を
取
ろ
う
と
す
る
者
、
そ
れ
を

あ
な
た
か
ら
奪
い
取
ろ
う
と
い
う
者
が

あ
っ
た
ら
、
上
着
を
も
与
え
て
や
り
な

さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
上
着
は
一
枚

し
か
持
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
も
与
え
て
や
る
と
い
う
時
に
は
、

向
こ
う
の
良
心
を
打
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。
無
理
矢
理
、
下
着
を
取
ろ
う
と
す

る
者
に
は
、
良
心
を
打
ち
な
さ
い
。
良

心
を
打
つ
だ
け
の
こ
と
を
し
て
や
り
な

さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
暴
力
を

も
っ
て
抵
抗
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
は

な
く
、
そ
う
い
う
や
り
方
で
や
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
々
に
そ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
「
も
し
、
だ
れ
か
が
あ
な
た
を
強
い
て
１

マ
イ
ル
行
か
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の

人
と
共
に
２
マ
イ
ル
行
き
な
さ
い
。」

　

１
マ
イ
ル
、
何
か
背
負
っ
て
行
け
と
、

槍
を
も
っ
て
無
理
強
い
さ
れ
た
と
き
、

そ
の
と
き
に
は
嫌
々
す
る
な
。
つ
ま
り

奴
隷
と
し
て
生
き
る
な
。
そ
う
で
は
な

い
。
自
ら
の
意
思
で
そ
の
人
の
た
め
に

進
ん
で
「
あ
あ
、
２
マ
イ
ル
行
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
」、
こ
う
言
い
な
さ
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
「
求
め
る
者
に
は
与
え
、
借
り
よ
う
と
す

る
者
を
断
る
な
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
全

て
暴
力
に
屈
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
格
的
な
生
活
を
し
な
さ
い
、
進
ん
で

自
ら
の
意
思
で
、
自
主
的
な
生
活
を
し

な
さ
い
。
人
格
と
い
う
も
の
を
そ
う
い

う
積
極
的
な
善
、
愛
と
い
う
立
場
で
生

き
抜
き
な
さ
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
ど

ん
な
に
苦
し
い
と
き
で
も
、
人
格
の
尊

厳
と
い
う
も
の
を
生
き
抜
き
な
さ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
「『
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
』
と
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
な
た
が
た
の
聞

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

　

紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
く
ら
い
に
、
も

う
こ
う
い
う
律
法
が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
モ
ー
セ
の
律
法
で
も
、
旧
約
聖

書
で
も
い
く
つ
も
出
て
き
ま
す
。「
目
に

は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
」
と
い
う
の
は

必
ず
し
も
悪
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
目
を
つ
ぶ
さ
れ
た
ら
、
相
手
の

罪
を
犯
し
た
人
は
、
そ
の
目
を
つ
ぶ
す

と
い
う
刑
罰
を
受
け
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
は
無
限
の
復
讐
と
い
う
も
の
を
そ
こ

で
止
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

け
れ
ど
も
そ
れ
さ
え
も
キ
リ
ス
ト
は
し

て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
わ
け

で
す
。

　
「
し
か
し
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
に
言

う
。
悪
人
に
手
向
か
う
な
。
も
し
、
だ
れ

か
が
あ
な
た
の
右
の
頬
を
打
つ
な
ら
、
ほ

か
の
頬
を
も
向
け
て
や
り
な
さ
い
。」

　

原
文
は
「
ほ
か
の
頬
」
の
「
頬
」
が

あ
り
ま
せ
ん
。「
ほ
か
を
も
向
け
て
や
り

な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
右

の
頬
を
打
つ
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、

相
手
の
人
の
右
の
頬
を
打
つ
と
き
に
は

左
の
手
で
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

左
の
、
と
い
う
の
は
、
右
が
清
い
も
の

で
、
左
は
汚
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
す
。


